
令和８年９月１１日 

北九州市産業経済局 

報道機関各位 

 

「北九州市地域中核企業新規事業等創出伴走支援」から誕生！ 

株式会社ミクニの新サービス「すまいと」実証開始！ 
～介護・福祉と「住まい」をつなぐ新たな仕組み～ 

 

北九州市は、将来の地域経済をけん引する中核企業のさらなる成長に向け、専門コ

ンサルタントによる伴走型支援を実施しています。 

このたび、その支援先である株式会社ミクニから、同社が培ってきた「住まい」の

専門性を活かし、介護・福祉現場と住まいの専門家をつなぐ新サービス「すまいと」

が誕生しました。介護・福祉の現場に寄せられる住み替えや空き家、相続などの「住

まい」に関する相談をワンストップで受け止め、適切な専門先へつなぐことで、利用

者の安心と、介護・福祉に従事する方々が本来の業務により専念できる環境づくりの

両立を目指します。 

ぜひ取材くださいますようお願いいたします。 

 

１ 「すまいと」とは 

 「すまいと」は、株式会社ミクニが培ってきた「住まい」の専門的知見を活かし、

介護・福祉現場に寄せられる住み替え、空き家、相続などの相談をワンストップで受

け止め、相談内容に応じた適切な専門先へ「（糸を）つなぐ」サービスです。現場職員

が本来の業務に専念できる環境づくりと、利用者へのより良いサービス提供につなげ

ます。 

 

２ 北九州の安心を住まいから支える「すまいと」誕生の経緯 

多くのシニア世代が暮らす北九州市では、施設への入居や住み替え、空き家、相続

など、「住まい」の相談も多様化しています。 

 介護・福祉の現場でも、日々の利用者との対話の中でこうした住まいに関する相談

が寄せられています。現場のヘルパー・ケアマネジャーは、こうした声にも丁寧に耳

を傾け、利用者に寄り添った対応を行っています。 

 そうした現場と利用者を、「住まい」のプロとして支えたい。そんな株式会社ミクニ

の思いを形にすべく、本市が選定したコンサルタントがニーズの分析や解決スキーム

の構築などの伴走支援をしました。その結果、『「住まい」の相談等※を受け止めて、

相談内容に応じて適切な専門先へ「（糸を）つなぐ」入口』となる新サービス「すまい

と」が誕生しました。 

※住まいの相談以外についても、北九州市を含め各機関、事業者へ「つなぐ」ことで可能な限り

対応します  
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伴走支援 初事例！ 



３ 「すまいと」の概要 

概要については、別添資料をご確認ください。 

     

４ 「北九州市地域中核企業新規事業等創出伴走支援」の概要  

（１）対 象 者 市内の地域中核企業＊等 

＊売上高概ね３０億円～５００億円の市内企業 

（２）支 援 内 容 企業が実施する事業領域の拡大、新規事業の創出、組織強化等、

成長に向けた新たな取組の立案・実行等に対して、市が選定した

支援者（コンサルタント）が伴走型の支援を行います 

（３）支援先企業数 令和７年度から継続支援中 ３社 

※令和８年度新規支援先企業については、現在募集中 

（４）支 援 者 合同会社デロイトトーマツ 

         （令和７・８年度ともに公募型プロポーザルにより選定） 

（５）費 用 負 担 伴走支援に係る経費の２分の１を市、支援先企業が各々負担 

（６）募 集 期 間 令和８年度新規支援企業は、令和８年９月２５日（金）まで 

※詳細については、市ホームページをご確認ください 

（https://www.city.kitakyushu.lg.jp/contents/099_00003.html） 

 

【お問い合わせ先】 
●「すまいと」に関すること 
株式会社ミクニ 
担当：重岡、尼田 

 ℡：093-541-0392 
 
●「北九州市地域中核企業新規事業等創出伴走支援」に関すること 
産業経済局産業政策課 

 課長：酒井 係長：岩富 
 ℡：093-582-2299 
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なぜ今、住まい相談が必要か
高齢化が進む地域では、介護だけでは拾いきれない住まいの課題が増えていきます

介護・福祉の現場では、住まいの悩みが「雑談」や「ふとした相談」として出てきます。
その場で解決しようとせず、安心してつなげる相談先があることが大切です。

すまいと＝住まい相談等を受け止めて、適切な先へつなぐ入口

北九州は高齢化が進行
• 人口の約3人に1人が高齢者
• 住まい・相続・生活支援の相

談が今後も増える前提で考え
る必要があります

単身高齢者が増える
• 高齢者単身世帯は2000年か

ら2020年で1.7倍
• 家族が近くにいない相談が増

えています

住まいの出口が複雑化
• 施設入居・空き家・住み替

え・相続・家財整理など、専
門領域が重なります

出所：北九州市「北九州市の高齢者を取り巻く状況」等を基に作成
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北九州市の世帯数（利用者側）
北九州市は他の政令指定都市より一般世帯数は少ないものの、シニア層の夫婦世帯や単独世帯割合が多い
傾向が見られます

出所：政府統計の総合窓口(e-Stat) 「住宅・土地統計調査」
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ケアマネの業務実態（介護者側）
ケアマネジャーは管理者・非管理者のいずれも、業務実態として事務作業や業務外支援に約30時間（合計労
働時間の15~16%）を費やしています

出所：厚生労働省「制度的に位置付けられた介護支援専門員の業務等について（H24）」
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現場で起こりやすい相談
不動産だけでなく、終活・相続・家財整理など広範な内容で利用者より介護者にご相談されております

Case 01
不動産売却

• 施設入居に伴い
自宅をどうするか

Case 02
住替え

• 在宅継続が難しい
• 施設入居後の住まい

Case 03
生前整理

• 荷物が多い
• どこから始めるか

Case 04
相続・遺言

• 名義・遺言・相続前後
誰に聞くべきか

現場の負担を減らすための考え方

• 「詳しく説明する」「解決先を判断する」
等の対応は必要はありません。

• 相談が出た時、「すまいと」へつなぐだけ。
その後は当社で対応いたします。
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ご相談から対応までの流れ
現場で受けた相談を、LINE・電話でミクニにつなぐだけ。住まいの相談を気軽に問い合わせください

相談の発生
• 利用者様・ご家族か

ら、住まいに関する不
安や困りごとが発生

連絡先をご案内
• チラシ・LINE・電話伴

走をご案内いたします
• 現場で内容判断せず、

お問い合わせください

ミクニが初期確認
• 担当者が状況を確

認し、何から進めるべ
きかを整理します

対応・専門家連携
• ミクニにて対応、または終

活あんしんセンター登録
事業者等へ適宜連携し、
ご相談にお答えします

すまいとは、介護・福祉現場の負担を増やすものではありません。
「住まいのことならミクニに相談できます」とつないでいただくための入口です。
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配布チラシ・相談動線
オレンジ版チラシを、ケアマネジャー・ヘルパー等の現場で案内しやすい資料として活用します

 目的
困りごとを聞いた時に、「ここに相談できます」と

自然に案内できる状態をつくります。

 現場の使い方
説明しきらなくて大丈夫。チラシ・LINE・

電話番号を案内するだけで入口になります。

 ミクニの役割
住まい相談を受け止め、必要に応じて

外部専門先へつなぐ一次窓口になります。


